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令和６年度 
八広はなみずき高齢者支援総合センター・高齢者みまもり相談室 

事業計画・報告書 
 

 

令和 7 年 4 月１日現在 

 

＜全センター・相談室共通業務＞ 

１ 総合相談支援 

６年度の 

取組の視点 

高齢者、家族、地域住民、関係機関からの様々な相談に対し、訪問、電話、面接等によりセンター・

相談室で一体的に対応し、関係機関との連携により必要なサービスや制度につなぐ。 

結果 新規相談件数  759 件 （前年度 773

件） 

継続相談件数 1910 件（前年度 2,002

件） 

センターの相談件数は前年度とほぼ同水準で推移した。相談内容では、権利擁護や虐待に関する

相談が増加傾向にあった。相談者の状況に応じて、介護保険サービスの利用が適切か、あるいは地

第９期日常生活圏域別地域包括ケア計画 目指すべき将来像 

 『世代を超えて支え合いつながる地域』 

「令和 4 年度墨田区介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の結果では、物忘れ多いと感じている、うつ傾向にある

と答えた方が他の圏域と比較して最も高い割合でした。また、地域住民や医療・介護・福祉等の関係者の参加により

地域課題を把握する「地域ケア会議」からの意見では、「コロナ禍や疾病の影響により、高齢者が閉じこもりがちになり、

筋力低下や外出の機会、多世代交流の機会が減少した」という意見や、「男性高齢者の集いの場が少ない」「医療・

介護の連携により、必要なサービスや社会資源に関する情報を地域住民に分かりやすく伝える必要がある」といった

様々な意見が挙がっています。 

このような意見を基に、八広はなみずきでは目指すべき将来像の達成に向けて、3 か年で 3 つの取り組みを行いま

す。 

第一に、地域住民や医療・介護・福祉等の専門職の協力者を増やす取り組みである「八広はなみずき応援団の育

成」です。地域住民や専門職が八広はなみずきの活動や自主グループ等への協力を通して、生きがいや、やりがいを感

じることができるよう取り組みます。 

第二に、高齢者が様々な活動に参加をすることでフレイルや認知症を予防し、地域における認知症の理解促進にも

取り組む活動である「いきいき活動プロジェクト」を実施します。 

第三に、医療と介護の多職種連携により、高齢者が要介護状態になっても多様な医療、介護サービスを必要に応じ

て利用でき、住み慣れた地域で安心して生活することができるよう「八広はなみずき地域を支える多職種連携の会」を

行います。 

この 3 つの取り組みを通して高齢者が地域で孤立せず役割と生きがいを持ち、多様な主体として様々な活動に参画

し、地域住民や医療・介護・福祉等の関係者が相互に『世代を超えて支え合いつながる地域』の実現を目指します。 

人口 高齢者人口  高齢化率 後期高齢者人口 
高齢者人口に対する 

後期高齢者人口 

26,196 人 6,198 人 23.7% 3,716 人 60.0% 
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域の介護予防自主グループ活動や、八広はなみずき内で実施される事業の対象となるかを慎重に判

断し、相談者にとって最適なサービスの提案に努めた。 

 

 

 

２ 権利擁護 

６年度の 

取組の視点 

〇関係機関との連携により地域住民が安心して権利擁護や虐待に関する相談ができるよう対応す

る。 

・虐待防止ネットワークの構築のため、専門職向けの弁護士相談会を年２回開催する。 

・地域住民向けの権利擁護に関する講座を年 1 回開催する。 

結果 虐待防止ネットワーク（研修、講座等） 4 件

（延べ 50 名参加）（前年度 5 件 延べ４４

名参加） 

権利擁護相談（虐待相談含む）件数 135

件（前年度 130 件） 

1. 虐待防止ネットワーク講座の実施 

虐待防止ネットワーク講座を通じて、介護支援専門員や介護サービス事業所の職員、施設職員 

等に対し、当センターが権利擁護相談（虐待相談を含む）の窓口であることを周知した。また、 

具体的な相談対応として、高齢者虐待に関する通報への対応や、成年後見制度における区長 

申立ての支援等を行った。 

2. 特殊詐欺被害防止に関する啓発活動 

高齢者を対象に、向島警察署の担当者による特殊詐欺の具体的事例の説明を通じて、詐欺被 

害防止に向けた意識の向上を図った。 

 

３ 包括的・継続的ケアマネジメント支援 

６年度の 

取組の視点 

〇主任介護支援専門員の集いを年 4 回以上開催し、定期的な情報交換や介護支援専門員向け

研修の企画・開催を支援する。 

〇介護支援専門員のニーズや地域課題に基づく研修会や事例検討会等を年 2 回開催する。 

〇関係機関との連携やネットワーク構築支援として、地域のケアマネジャーや医療関係者間を中心に

定期的に勉強会などを開催する。 

結果 ケアマネジャー向け研修 ８回 （延べ 140 名参

加）（前年度９回 延べ 180 名参加） 

事例検討会 ２回（前年度 ３回） 

むこうじま、ぶんか、八広はなみずき高齢者支援総合センターの協働により、「主任介護支援専門員

の集い」を年 6 回開催し、延べ 65 名が参加した。 

この集いでは、居宅介護支援事業所に所属する主任介護支援専門員との情報交換のほか、介護

保険に関する勉強会や事例検討会、またケアマネジャーの業務範囲外に関する意見交換などを行っ

た。こうした取り組みを通じて、介護支援専門員同士のネットワーク構築や、ケアマネジメントにおける

実践力の向上に努めた。 

 

４ 介護予防支援・介護予防ケアマネジメント 
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６年度の 

取組の視点 

〇総合事業のケアプランに地域での取組や活動が反映され自立支援の促進につながる。 

〇多職種との連携により自立支援を促すケアプランの検討を行いケアマネジメントの意識の変革を図

る。 

結果 プラン件数（自己作成） 1,477 件（前年度 

1,611 件） 

プラン件数（委託）1,325 件（前年度 

1,223 件） 

1. 自作ケアプランの減少と委託ケアプランの増加 

前年度と比較して、総合事業における自作ケアプランは 134 件減少した。一方で、居宅介護支援 

事業所のご理解とご協力により、委託ケアプランは 56 件増加した。 

2. 総合事業ケアプランへの地域活動の反映 

介護保険サービスに加え、圏域内で実施されている介護予防の自主グループ活動や、八広はなみ 

ずき内で開催される地域活動も、総合事業のケアプランに積極的に反映した。 

3. 通所 C サービスの利用促進 

通所 C サービスの利用促進を目的に、対象となる高齢者に対し積極的に利用を働きかけた。 

その結果、12 名と多くの高齢者がサービスの利用につながった。 

4. 介護予防ケアマネジメントの質の向上 

地域ケア会議や多職種連携の会を開催し、多職種の意見を取り入れながら、自立支援に資する 

ケアプランの検討を行った。また、関係機関との連携を強化することで、介護予防ケアマネジメントの 

質の向上を図った。 

 

５ 認知症支援 

６年度の 

取組の視点 

〇認知症の方が、尊厳と希望を持って住み慣れた地域で自分らしく暮らすことが出来るよう、関係機

関との連携、地域の理解と協力のもと、当事者や家族の視点を重視した支援体制の強化を図る。 

〇認知症家族会の開催（年 6 回） 

〇認知症サポーター養成講座の開催（年 10 回） 

〇オレンジカフェの開催支援（年 12 回） 

〇チームオレンジ活動支援（年 12 回）（Ｒ6 年～活動） 

〇あらゆる機会を通じてオレンジカフェ、家族会の周知を行い、認知症当事者や家族等に参加を促

す。 

〇認知症初期集中支援チームについて、関係機関、地域住民へ周知を行い、認知症の早期発見・

対応に繋げることができるよう、必要な方に認知症初期集中支援アセスメント訪問を実施する。 

結果 認知症サポーター数 開催数  14 回 

参加者延べ   419 名（前年度 451 名） 

家族介護者教室 5 回（前年度 ６回） 

参加者延べ 3０名 

1. 認知症家族会の開催 

認知症家族会を年間５回開催し、延べ 3０名が参加した。 

2. 認知症サポーター養成講座の実施 

区民や金融機関、八広小学校（5 年生 72 名）、第三吾嬬小学校（6 年生 96 名）、日本 

橋高校（1 年生 224 名）を対象に、認知症サポーター養成講座を実施した。 

日本橋高校では、認知症サポーター養成講座に加え、「福祉の仕事講座」も開催し、生徒が認知
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症に関する正しい知識を深めるとともに、福祉の仕事への関心を高める機会となるよう働きかけた。 

3. 墨田区北部オレンジカフェすみだの開催 

墨田区北部オレンジカフェすみだを年間 12 回開催し、延べ 264 名が参加した。 

4. 認定オレンジカフェの開催周知 

墨田区オレンジカフェすみだ認定事業である「SOMPO カフェ東墨田」および「こんにゃく茶屋」の開 

催を周知し、認知症の当事者や家族の孤立防止、オレンジカフェ間の交流促進、情報交換の場と 

して継続的な支援を行った。 

5. 地域コミュニティカフェの支援 

地域にある「むつみの家」や「えがおの家」への継続支援を実施した。 

6. 墨田区チームオレンジ「みかたん」の立ち上げ 

オレンジカフェのボランティアや認知症当事者、関係機関と連携し、墨田区チームオレンジ「みかた 

ん」を立ち上げた。登録者は 15 名（うち当事者 4 名）であった。次年度の活動に向けて、音楽 

部や手芸部の立ち上げに関する打ち合わせを重ね、メンバーが主体的に活動できる体制づくりを進 

めた。 

7. 認知症初期集中支援チーム員会議・アセスメント訪問の実施 

認知症初期集中支援チーム員会議に 1 件のケースを提出し、支援の方向性を検討した。また、 

認知症アセスメント訪問を 3 件実施し、個別支援を行った。 

8. 専門職向け認知症普及啓発講座の開催 

専門職を対象とした認知症普及啓発講座「認知症の方を在宅で支える」を 1 回開催し、21 名が 

参加した。講座を通じて、多職種によるチーム支援に関する理解を深める機会となった。 

 

６ 地域ケア会議 

６年度の 

取組の視点 

〇多職種と連携し、自立支援・重度化防止等に資する観点から、地域ケア個別会議を年 5 回開催

し、個別課題や地域課題を把握する。 

〇個別ケースの検討を積み重ねていき、共通する地域課題から不足している社会資源を検討する地

域ケア推進会議を年 1 回以上開催する。 

結果 地域ケア個別会議 4 回（６事例） 

（前年度 ５回６事例） 

地域ケア推進会議 ６回 

（前年度 ８回） 

1. 地域ケア個別会議 

① 自立支援および重度化防止を目的として、４回の会議を開催し、6 事例について検討を行った

（延べ参加者数 34 名）。多職種からの意見を踏まえ、個別課題および地域課題の整理、

目標設定、支援方針の策定、ケアプランの見直し、モニタリング時期の検討等を実施した。 

② 通所サービス C の卒業時期にあわせて地域ケア個別会議を開催し、本人（77 歳・女性・要支

援 1）の目標であった施設ボランティア活動への参加につなげた。 

2. 地域ケア推進会議 

① 地域のケアマネジャーや通所サービス事業所を対象に、八広はなみずき圏域の介護予防自主グ

ループや地域資源に関する情報を共有するため、地域ケア推進会議（自主グループ連絡会）

を開催した。 

② 地域ケア個別会議で抽出された地域課題（孤食の問題や東墨田地域における通いの場の不
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足等）への対応として、地域ケア推進会議を開催し、高齢者の共食を目的とした「さあにぎやか

に食事をいただく会」の開催や、東墨田地域の特別養護老人ホーム内の地域交流スペースにお

いて「ボッチャ交流会」を実施した。 

③ 令和 6 年度に開催した地域ケア個別会議（6 事例）における個別課題・地域課題の 

振り返りと、次年度の取り組みに向けた検討を行う地域ケア推進会議を開催した。 

 

７ 生活支援体制整備事業 

６年度の 

取組の視点 

〇高齢者支援総合センター、高齢者みまもり相談室が収集した地域の情報をリアルタイムに共有でき

るように「まちの情報シート」を作成し、八広・東墨田地域の交流・通いの場を継続して把握する。 

〇地域ケア会議で課題に挙がった地域の介護予防（自主グループ）情報を見える化し、地域の高

齢者のニーズを把握する。 

〇高齢者支援総合センター、高齢者みまもり相談室全体で地域課題を共有し、ニーズに応じて地域

住民との協働による新たな集いの場の立ち上げを支援する。 

結果  交流・通いの場 60 件（前年度 49 件）  

1.  地域情報の収集と提供 

地域住民やみまもり相談室から地域に関する情報を収集し、「まちの情報シート」や「社会資源情 

報シート」として一覧化し、随時更新を行っている。これらの情報はセンターおよび相談室職員間で 

共有・活用し、来所相談や訪問活動を通じて地域住民に提供した。 

2.  バリアフリーマップの作成と活用 

高齢者や若年層の障害者、東京都作業療法士会、一般社団法人 WheeLog 等と連携し、 

車いす利用者による街歩きを実施。その結果をもとに、多目的トイレ、車いす対応の飲食店、休憩 

場所などの情報をまとめたバリアフリーマップを作成し、地域の飲食店や関係施設へ配布した。 

3.  ボッチャ交流の継続支援 

介護予防サポーター、墨田区スポーツ推進委員、プラットフォーム八広などの協力を得て、「ボッチャ 

を楽しむ会」や「ボッチャ交流会」を継続的に開催した。近隣の児童館、重症心身障害者通所施 

設、就労継続支援 B 型施設、特別養護老人ホーム、有料老人ホームなどと交流を図るとともに、 

他地域のボッチャチームとの連携を進め、「すみだでユニバーサルなボッチャ大会」には高齢者チーム 

2 組が出場した。これらの活動を通じて、高齢者の活動範囲の拡大、役割意識の向上、生活意 

欲の増進につながった。 

4.  孤食・低栄養リスクへの対応 

地域ケア推進会議にて、東京都作業療法士会や東京都栄養士会の協力を得ながら、高齢者の 

共食による交流を目的とした「さあにぎやかに食事をいただく会」を企画・開催した。近隣の就労継 

続支援 B 型施設の利用者も同様の課題を抱えていたため参加してもらい、全 3 回実施した。男

性限定で延べ 26 名が参加し、共食を通じた地域交流の場を提供した。 

5. ふれあい交流会の開催 

 プラットフォーム八広の協力を得て、「ふれあい交流会」（健康麻雀、囲碁、将棋など）を月 2 回、

計 24 回開催し、延べ 338 名が参加した。男女ともに参加者が増加し、健康麻雀用の卓を 1 台

追加するなど、参加者のニーズに応じた対応を行った。 
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８ 見守りネットワーク事業 

６年度の 

取組の視点 

〇高齢者名簿等から対象を抽出しアウトリーチ訪問（高齢者宅への訪問支援）を 600 件行う。 

〇安否確認の必要がある場合は、関係機関と連携し、早期の対応を行う。 

〇アウトリーチ訪問では本人の状況だけではなく地域の活動状況や、地域活動のキーパーソンの発掘

等を意識した聞き取りを行う。 

〇地域との関係性が密である個人商店等を中心に、「みまもりだより」配布先の新規開拓を行う。 

結果 実態把握 629 件（前年度 844 件） 安否確認 7 件（前年度 5 件） 

1. 訪問実績と対象者の支援 

年間アウトリーチ目標 600 件に対し、629 件の訪問を実施し、実人数 323 名の状況把握を行 

った。訪問時には、対象者の生活状況を確認するとともに、当センターで実施している活動や地域 

の社会資源に関する情報を提供し、孤立防止や介護予防への支援につなげた。 

2. 安否確認の実施とネットワークの強化 

安否確認を 13 件実施し、昨年度と比較して大幅に増加した。民生・児童委員や町会との連携

強化を目的に、町会イベント等へ積極的に参加し、地域ネットワークの構築に努めた。 

3. 見守り協力員の増員と研修の再開 

アウトリーチ訪問時の聞き取りを通じて、見守り協力員の登録を促進し、新たに 2 名の増員につな 

げた。また、新型コロナウイルスの影響により休止していた「見守り協力員勉強会」を再開し、協力 

員の役割理解の促進および交流の場の提供を図った。 

 

 

 

＜圏域別地域包括ケア計画の重点的な取組＞ 

 ※取組ごとに記載している目指すべき姿の数字は、以下に記載した高齢者福祉総合計画・第９期介護保険事業計画における 

５つの目指すべき姿を示しており、このいずれかにつながる内容として設定している。 

   １… 必要に応じて生活支援サービスなどを利用しつつ社会参加して支え合っている  

   ２… 多様な介護サービスを必要に応じて利用している 

   ３… 切れ目のない円滑な医療・介護連携により必要な在宅療養を受けている 

   ４… 身体状況の変化と本人の希望に応じて住まい方を選択している 

   ５… 地域における認知症に対する理解が進み、認知症の人が安心してその人らしく暮らしている 

取組名  八広はなみずき応援団の育成  目指すべき姿：必要に応じて生活支援サービ

スなどを利用しつつ社会参加して支え合っている 

背景となる現況・課

題 

令和 4 年度のニーズ調査の結果では物忘れ、うつの割合が他の圏域と比較して高かった。高齢

者の中には仕事や趣味活動を通して様々な特技を持った方がいるため、個々の趣味や特技を活

かして閉じこもり・うつを予防し、生きがいや満足感を感じられる仕組み作りが必要である。 

また、医療や介護の専門職の中にも専門性を活かし医療・介護の情報を地域住民に伝えたい

との思いを持った方がいることを実態把握訪問や、専門職との連携の機会から把握した。 

担当地域にお住いの高齢者の多様なニーズや課題に対応するためには、センター・相談室の職
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員だけではなく、地域住民や関係機関など多世代の協力・連携が不可欠である。 

計画策定段階の

前年度の事業実

績 

 

（計画期間の初年度のため令和６年度は記載なし） 

第９期計画におけ

る目的 

地域住民が特技や趣味活動を活かし閉じ

こもりやうつを予防し、自主グループや八広

はなみずきの活動に協力することで、生きが

いや満足感を感じることができる。 

専門職の担い手を募集し、認知症やフレイルなど、

高齢者が医療や介護、福祉に関する情報を知る

ことができるようになる。 

令
和
６
年
度
の
取
組
の
指
標
と
方
向
性 

目標 

 

〇「八広はなみずき応援団」として活躍する

地域住民が増える。 

〇児童館や小学校、中学校などの関係機

関と連携して多世代交流の取組を行い、

地域における活動に参加する高齢者が

増加する。 

〇「八広はなみずき応援団」として活動する医療・

介護・福祉等の関係機関の団員が増える。 

〇専門職が医療・介護等に関する地域住民向け

の講座や活動に関わることで、専門職としてのや

りがいを感じることができ、地域住民が医療・介

護・福祉に関する情報を知ることができる。 

投 入 資

源 

〇人材：地域住民、介護相談員、民生・

児童委員、見守り協力員、介護予防サ

ポーター、センター・相談室職員 

〇実施場所：八広はなみずき活動スペー

ス（多目的室１、２、ふれあい交流スペ

ース、グリーンゾーン）、公園、地域の交

流スペース等 

〇費用：応援団証やチラシ等の印刷費、

飲食費（お茶・お菓子） 

〇人材：医療・介護・福祉の専門職 

〇実施場所：八広はなみずき活動スペース（多

目的室１、２、ふれあい交流スペース、グリーン

ゾーン）、公園、民生・児童委員宅、介護保

険施設、地域の交流スペース等 

〇費用：応援団証やチラシ等の印刷費、飲食費

（お茶・お菓子） 

活 動 計

画 

〇実態把握訪問や地域住民からの情報収

集等の機会を通じて、応援団を募集す

る。 

〇募集した応援団と園芸活動、脳トレ教室

のサポート、体操教室の講師等、活動の

マッチングを行う。 

〇児童館や小学校、中学校などの教育機

関と連携し、園芸活動や手芸の会など子

供と高齢者が一緒に活動できる多世代

交流の取り組みを実施する。 

〇多職種連の会や八広・東墨田を支える会など、

専門職との連携を通して、地域住民向け講座

の講師や、活動への協力のマッチングを行う。 

成 果

（アウト

カム）を

測 る 指

○地域住民の応援団数（新規、継続加

入者数、活動者数） 

○地域住民の応援団への聞き取りやアンケ

ートの実施により、活動への協力が生きが

○専門職の応援団数（新規、継続加入者数、

活動者数） 

○専門職の応援団への聞き取りやアンケートの実

施により、専門職としてのやりがいを感じることが
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標 いや、満足感に繋がっているかを確認す

る。 

 

できているかを把握する。 

○専門職が講師となった講座の開催により、地域

住民が医療・介護・福祉の情報を理解すること

ができたかを聞き取りやアンケートから確認する。 

実
施
結
果 

活 動 の

実績 

（アウト

プット） 

1. 地域住民による応援団は、前年度より

18 名増加し、計 41 名となった。 

2. 応援団の皆さんは、調理師の資格を 

活かして会食会の食事作りに携わること 

や、園芸活動に協力するというように、 

それぞれがこれまでに培ってきた経験や 

知識を活かしながら、八広はなみずきの 

活動を支えて下さっている。 

1. 専門職による応援団は、前年度より7名増加 

し、計 25 名となった。 

2. 済生会向島病院の医師・栄養士・理学療法 

士などの専門職と連携し、「地域医療健康講

座」を 3 回開催（延べ 63 名参加）。参加し

た高齢者に対して、フレイル予防の重要性につ

いての理解促進を図った。 

成 果

（ 成 果

指 標 を

用いた目

標 の 達

成 状

況） 

1. 地域住民の応援団への聞き取りの結 

果、「参加者に食事を作ることができ、活

動に協力することにやりがいを感じている」

との声や、「園芸活動に協力することで生

きがいを感じている」といった意見が寄せら

れた。 

2. 地域住民の応援団の中でボッチャの経 

験がある高齢者には、高齢者・障害者・

小学生を対象に、ルールや投げ方などを

わかりやすく説明していただいている。 

こうした応援団の協力もあり、ボッチャを通

じた多世代交流の機会が広がった。 

 

1. 専門職応援団への聞き取りの結果、「講師や 

活動への協力を通じて、専門職としてのやりがい

を感じることができた」との意見や、「専門職とし

ての充実感を得られた」といった声が寄せられた。 

2. 専門職応援団が講師として関わった「認知症

を知る会」や「精神疾患を知る会」では、参加し

た高齢者から「認知症や統合失調症などの詳し

い症状や、必要な介護サービス、相談窓口を知

ることができてよかった」との声が聞かれた。 

3. 専門職応援団に講師を依頼し、吾嬬第二中

学校では 2 年生 110 名を対象に福祉用具体

験会を実施した。また、日本橋高校では1 年生

240 名を対象に、認知症サポーター養成講座

および福祉の仕事講座を開催した。 

これらの講座を通じて、若年層が高齢者の福祉

用具や認知症への理解を深めるとともに、介護・

福祉の仕事に関心を持つきっかけとなった。 

4. 八広・東墨田地域を支える会の参加者や認

知症当事者、オレンジカフェのボランティアととも

に、地域プラザ吾嬬の里で開催された「オータム

フェスタ」に参加した。墨田区が作成した「オレン

ジかるた」を活用し、多世代に認知症について

理解を深めてもらう取り組みを行い、10 代～

80 代の 125 名が参加した。 

そのうち 70 名に実施したアンケートでは、「かる

たを通して楽しく認知症を学ぶことができた」とい
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った意見や、「認知症の人を助けたいと思った」と

いった前向きな意見が寄せられた。 

備考   

 

取組名  いきいき活動プロジェクト  目指すべき姿： 

必要に応じて生活支援サービスなどを利用しつ

つ社会参加して支え合っている 

地域における認知症に対する理解が進み、認

知症の人が安心してその人らしく暮らしている 

背景となる現況・

課題 

令和４年度のニーズ調査の結果では、「物忘れが多いと感じている」と答えた人の割合が 8 圏

域中最も高く、階段を手すりや壁をつたわらずに上っている、椅子に座った状態から何もつかまらず

に立ち上がっていると答えた割合が 8 圏域中最も低かった。 

新型コロナウイルス感染症の影響により外出を自粛していた期間があったため、体力低下からフ

レイルのリスクが高まっているといった意見が地域ケア会議の参加者からも挙がっている。 

フレイルや物忘れの進行を予防するためには、高齢者が参加できる自主グループや八広はなみ

ずきの活動など、外出や交流の機会をつくることが重要である。 

圏域内の自主グループ活動や八広はなみずきの活動に参加している高齢者の内、約８割が女

性であり、男性の参加者が少ないため、参加者のニーズに合わせた様々な活動の場から選択でき

る仕組みを作る必要がある。 

また、介護サービスを利用されていた方の状態が改善され、介護サービスから自主グループに移

行することが適切な場合でも、自主グループの情報が行き届いていない高齢者への周知が必要で

ある。 

介護サービスの利用を終了した方が、自主グループなどの地域活動に参加できるように、常に新

しい情報を発信していく必要がある。 

電動車椅子を利用している（利用を検討している）方が安心して外出するための情報が不足

しているため、自由に外出することができない。地域全体のバリアフリー化を促進することで、介護予

防・重度化防止につなげる。 

計画策定段階の

前年度の事業実

績 

（計画期間の初年度のため令和６年度は記載なし）） 

第９期計画におけ

る目的 

高齢者が様々な活動に参加することでフレ

イル予防や認知機能の低下を遅らせる意識

が高まる。 

地域住民に認知症に関する正しい知識や支援の

あり方、相談窓口が理解され、認知症の人を地域

で支える意識が高まる。 

令
和
６
年
度

の
取
組
の
指

標
と
方
向
性 

目標 

 

〇活動の場の増加と関係者からの活動の

情報提供を通じ、活動に参加する高齢

者が増加する 

 

〇地域に認知症の正しい理解を持つ人や支える

人が増える 
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投 入 資

源 

〇人材：八広はなみずき応援団、地域住

民、介護相談員、民生・児童委員、見

守り協力員、介護予防サポーター、地域

リハビリテーション推進事業のメンバー、墨

田区スポーツ推進委員、地域福祉プラッ

トフォーム事業職員、センター・相談室職

員 

〇実施場所：八広はなみずき活動スペー

ス（多目的室１、２、ふれあい交流スペ

ース、グリーンゾーン）、公園、地域の交

流スペース等 

〇ネットワーク：東京都作業療法士会、医

療機関、介護保険サービス事業所、墨

田区社会福祉協議会、墨田区環境保

全課、墨田区スポーツ振興課、教育機

関 （ 小 学校・中学校 、 高校 、児 童

館）、図書館 

〇費用：園芸活動に必要な物品購入費、

手品の会で使用する物品購入費、活動資

料印刷費、飲食費（お茶・お菓子）等 

〇人材：オレンジカフェボランティア、八広はなみず

き応援団、地域住民、介護相談員、民生・児

童委員、介護予防サポーター、センター・相談

室職員 

〇実施場所：八広はなみずき活動スペース（多

目的室１、２、ふれあい交流スペース、グリーン

ゾーン）、民生・児童委員宅、介護保険施

設、地域の交流スペース等 

〇ネットワーク：認知症疾患医療センター、医療

機関、介護保険サービス事業所、教育機関

（小学校・中学校、高等学校、児童館）、図

書館、墨田区社会福祉協議会、すみだボラン

ティアセンター等 

〇費用：脳トレで使用する折り紙購入費、活動

資料印刷費、飲食費（お茶・お菓子）等 

活 動 計

画 

〇自主グループの新規立ち上げ、継続支援

〇体力測定会や自主グループ連絡会の 

開催。 

〇ボッチャや健康マージャンなど、男性高齢

者のニーズに合い、参加しやすい通いの場

を増やす。 

〇八広はなみずきの自主グループ情報を地

域住民に周知するため、センター・相談室

からの働きかけのほか、民生委員や地域

住民、ケアマネジャーからの情報提供が行

われるよう、関係者に自主グループの情報

を配布、周知する。 

〇令和 5 年度に作成したバリアフリーマップ

の活用により、電動車椅子の利用者、地

域住民、医療・介護等の関係者と車椅

子の街歩きを実施する。 

〇済生会向島病院との協働により、フレイル

予防等に関する地域医療健康講座を開

〇認知症に関する正しい知識や相談窓口等を理

解することができるよう、認知症疾患医療センタ

ーや医療機関、介護保険サービス事業所等と

の協働により、地域住民向け講座を開催する。 

○認知症の当事者やボランティアが参加できる活

動の場の新規立ち上げ、継続支援 
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催する。 

成 果

（アウト

カム）を

測 る 指

標 

〇自主グループ数（新規立ち上げ支援・継

続支援） 

○体力測定会の開催数、参加者へのアン

ケートや聞き取りにより、体力の維持・向

上のモチベーションに繋がっているかを確認

する 

〇自主グループ連絡会の開催数 

〇男性の活動参加人数と前年度からの増

加数の比較 

〇自主グループ参加者や介護予防サポータ

ー、八広はなみず応援団等にアンケートを

実施し、生き甲斐や役割をもつことによっ

て健康観が変化したなどの効果を確認す

る 

〇地域医療健康座の参加者への聞き取り

やアンケートの実施によるフレイル予防の

意識の変化を確認する 

〇車いす街歩き活動の参加者への聞き取り

やアンケートの実施によりバリアフリーマップ

の効果を確認する 

〇地域住民向け講座の開催数、参加者数 

○講座の参加者からの聞き取りやアンケートの実

施により、認知症に対する理解が深まった人数

を確認する 

○認知症の当事者やボランティアが参加できる活

動の場の新規立ち上げ数、継続支援数、活動

の場への参加者数 

○当事者やボランティアからのアンケートの実施や

聞き取りによる評価 

実
施
結
果 

活 動 の

実績 

（アウト

プット） 

【高齢者の介護予防活動の参加促進】 

1. 新規グループの立ち上げ 

①  「火曜 元気に歩けるストレッチ」： 

11 回開催、延べ 64 名参加 

「土曜 元気に歩けるストレッチ」： 

9 回開催、延べ 50 名参加 

介護予防サポーターによって立ち上げられ

たストレッチグループ。ヨガマットを敷き、床

に横たわった状態でのストレッチを通じて柔

軟性向上を目的としている。対象者は床

からの立ち上がりに支障のない方で、毎回

6～7 名が参加している。 

②  「さあ にぎやかに食事をいただく会」： 

3 回開催、延べ 28 名参加（50 代～

90 代） 

男性高齢者の「孤食」問題に着目し、共

【認知症の理解促進に向けた取り組み】 

〇認知症を知る会：1 回開催、13 名参加 

〇精神疾患を知る会：1 回開催、18 名参加 

〇専門職向け認知症普及啓発講座：1 回開

催、21 名参加 

〇認知症サポーター養成講座：14 回開催、

延べ 419 名参加 

若年層への理解促進を目的に、小・中・高校 

で講座を実施（八広小 5 年生 72 名、第三 

吾嬬小 6 年生 96 名、日本橋高校 1 年 

生 224 名） 

日本橋高校では、認知症サポーター養成に加

え「福祉の仕事講座」も実施し、福祉職への関

心を高める機会とした。 
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食の効果を学ぶことを目的に開催。地域

の障害者施設職員および 50 代の利用

者も参加。 

第 1 回：食事内容を記録し、管理栄養

士の指導のもと「食品多様性スコア」を記

入。栄養バランスを考慮した食品の選び

方を学習。 

第 2 回・第 3 回：調理が得意な男性を

中心に調理を実施し、「作る楽しさ」や

「共食の大切さ」を体験・共有。 参加者

から継続希望の声があり、次年度は 4 回

の開催を予定している。 

 

2. ボッチャ活動の推進 

① 「ボッチャを楽しむ会」：29 回開催、 

延べ 325 名参加 

男性高齢者の社会参加促進を目的と 

し、男性限定で開催。参加希望者の 

増加に伴い、月 2 回から月 3 回へと開 

催回数を増やした。 

②  「ボッチャ交流会」 ：24 回開催、 

延べ 317 名参加 

初心者向けの体験会や、男女混合  

チームによる対抗戦を実施。墨田区 

スポーツ振興課の支援を受け、社協職

員と連携して安全管理および受付対

応を強化。 

また、八広はなみずき応援団の高齢者

に、ルール説明や審判などの運営協力

を依頼し、地域主体の運営体制を構

築している。 

③ 地域間交流：八広はなみずき児童館

（小学1～3年生）、障害福祉サービス

事業所（すみだ晴山苑）、有料老人ホ

ーム（すみだ明生苑）、ボッチャの会

（大横川 GG）と交流試合を実施。参

加者の増加に伴い、圏域内の高齢者施

設（明生苑、吾亦紅）を新たな会場候

【認知症当事者やボランティアの活動支援】 

1. 墨田区北部オレンジカフェすみだ 

 12 回開催、延べ 264 名参加 

 

2. 墨田区認定オレンジカフェ支援 

「SOMPO カフェ東墨田」「こんにゃく茶屋」の開

催を周知し、当事者や家族の孤立防止、オレン

ジカフェ間の交流・情報交換の促進に継続的に

取り組んだ。 

 

3. 地域コミュニティカフェ支援 

「えがおの家」「むつみの家」など、認知症当事者

が参加できる場の継続支援を実施。 

 

4. 墨田区チームオレンジ「みかたん」立ち上げ：

オレンジカフェボランティアや当事者、関係機関

と連携して立ち上げ。登録者 15 名（当事者

4 名）。音楽部・手芸部の立ち上げに向けた

打ち合わせも継続中。 
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補として調整を進めている。 

 

3. 自主グループの活動と課題 

現在、地域の自主グループは計 25（運 

動系：21、趣味系：1、脳トレ系：3） 

で活動中。 

自主グループ連絡会：1 回開催（代表

14 名、介護保険事業所職員 22 名参

加） 

主な課題： 

① 会員数の減少 

② 運営メンバーの後継者不足 

対応策として、近隣介護サービス事業所

のケアマネジャーやデイサービス職員へグル

ープ活動を紹介。デイサービス職員から

は、「卒業後の受け入れ体制の不足」が

課題として挙げられたため、卒業を見据え

たプランの検討を開始。 

また、会員減少により存続の危機にあった

グループについては、センター掲示板での

広報やチラシ配布を行い、会員数の増加

を実現し、存続の危機を回避した。 

 

4. 車いすのまち歩きイベントの開催 

車いすユーザーの高齢者・地域住民・福

祉用具事業者・東京都作業療法士会と

連携し、バリアフリーマップを活用した散策

イベントを実施。マップ掲載施設（駅・薬

局・飲食店等）へ配布するため、3 グル

ープに分かれて異なるルートで訪問。 

また、参加者には電動車いす・自走式車

いすの体験機会を提供し、歩道の段差や

マップ掲載の飲食店、多目的トイレの位

置等について理解促進を図った。 

 

5. 介護予防体操 DVD の作成 

既存の DVD がマンネリ化し参加者が減

少したことを受け、新しい DVD を民間事
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業者と協力して制作。参加者からは「運

動強度が上がり、筋肉が鍛えられていると

感じる」など、好意的な意見が寄せられて

いる。 

 

6. 介護予防活動の開催実績 

〇体力測定会：6 回開催、14 グルー

プ、82 名参加 

〇いきいき脳トレ：12 回開催、延べ

156 名参加（リハ専門職と協働） 

〇脳トレ折り紙広場：14 回開催、延べ

90 名参加 

〇脳トレ手品はなみずき：22 回開催、

延べ 272 名参加（地域住民が講

師） 

〇あむともサークル：23 回開催、延べ 

246 名参加（自由な手芸制作） 

〇はなみずき体操（介護予防サポーター 

指導）：64 回開催、延べ 555 名参  

加 

〇はなみずき体操 DVD 版（理学・作業 

療法士作成）：21 回開催、延べ 

314 名参加 

〇元気に歩く体操（介護予防サポーター 

指導）：64 回開催、延べ 523 名参 

加 

〇リフレッシュ体操：22 回開催、延べ 

222 名参加（DVD によるリズム 

体操） 

 

7. 地域活動の情報提供 

センターで実施している全活動を、半年  

ごとのカレンダー形式でまとめ、職員や 

地域住民にとって「見やすく、使いやすい」 

形に工夫して作成。 

多職種連携の会合では、介護支援専門 

員にも配布し、利用者への地域活動の 

情報提供を促進した。 
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成 果

（ 成 果

指 標 を

用いた目

標 の 達

成 状

況） 

1. 活動参加者へのアンケート結果 

自主グループおよび八広はなみずきで開

催している活動の参加者 75 名（70 代

～90 代）を対象にアンケートを実施し

た。主な結果は以下のとおり。 

① 「活動後、つまずいたり転んだりすること

が少なくなりましたか」という問いに対し、 

  「はい」と回答した方は 48％で、約半数

が転倒の頻度が減ったと感じていた。 

② 「活動に参加してから、自宅でも運動す

るようになりましたか」という問いに対し、 

  67％が「はい」と回答し、活動をきっかけ

に日常生活でも運動習慣が広がっている

ことが分かった。 

③ 「活動に参加して、生活が健康的になっ

たと実感していますか」という問いに対

し、 

  「はい」と答えた方は 64％で、活動が健

康増進に寄与していることが確認された。 

④ 「活動を通じて人付き合いが増えたり、

人間関係が広がりましたか」という問いに

対し、68％が「はい」と回答し、約 7 割

の参加者が社会的つながりの広がりを

実感していた。 

⑤ 「現在、生きがいや役割を感じています

か」 という問いに対し、「はい」と答えた

方は 64％で、多くの高齢者が生活の

中にやりがいや役割を見出していること

が分かった。 

 

2. ボッチャ活動の広がりと定着 

ボッチャ活動は、男性限定にとどまらず、

女性にも楽しんでもらえるよう体制を整え

た。墨田区スポーツ推進委員は第2木曜

日のみ派遣されるため、第 4 木曜日には

指導者・審判員が不在となることから、ル

ールに詳しい男性高齢者3～4名に審判

や指導の支援を依頼した。この支援体制

1. 「認知症を知る会」の評価 

「認知症を知る会」参加者へのアンケートでは、

回答者全員が「とても良かった」または「良かっ

た」と評価した。具体的な意見としては、以下の

ような声が寄せられた。 

「受診の目安など、自分だけでは判断しにくいこ

とについて、困った時にどこへ相談すればよいか

分かり安心した」「認知症といっても人それぞれ

症状が違い、対応が難しいと感じている。こうし

た会を定期的に開催してほしい」 

このように、地域住民の不安に応え、正しい知

識を得る機会となった。 
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が定着したことで、男女混合での交流が

可能となり、参加者同士が和やかに楽し

める環境が整った。 

参加した男性高齢者からは、「ボッチャを

通じて多世代との交流が生まれ、介護予

防だけでなく社会貢献にもつながっている」

といった喜びの声が寄せられた。このような

体験を重ねる中で、墨田区ボッチャ大会

への出場に向けて練習に意欲的に取り組

む参加者も増えている。特に試合出場メ

ンバー同士は顔を合わせる機会が増え、

仲間意識が芽生え、連絡先を交換するこ

とや、区内のボッチャ体験会への参加、さ

らには一緒に食事や日帰り入浴を楽しむ

など、交流の幅が広がっている。 

「こんな年齢になって友達ができるなんて

嬉しい」との声もあり、高齢者が楽しみな

がらフレイル予防に取り組める活動として、

ボッチャの継続と定着が実現できている。 

 

3. 自主グループへの支援と参加者の声 

既存の自主グループの課題に対し、リーダ

ーや介護予防サポーターがいつでも相談

できる体制を整え、定期的な話し合いを

通じて解決に向けた側面的な支援を行っ

た。 

また、自主グループ参加者に対してアンケ

ートや聞き取りを実施したところ、以下の

ような声が寄せられた。 

「園芸活動に協力する中で、花や野菜、

果物などの成長を見るのが楽しみです」 

「自主グループに参加することで仲間が増

え、生活に楽しみが生まれました」 

「定期的に運動することで、健康になった

と感じます」 

このように、自主グループ活動が心身の充

実や地域での居場所づくりに貢献している

ことが伺えた。 
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備考   

 

取組名  八広はなみずき地域を支える多職種連携の会  目指すべき姿：切れ目のない円滑な医療・介

護連携により必要な在宅療養を受けている 

背景となる現況・課

題 

医療や介護が必要になっても自宅で暮らし続けたいと考えている高齢者は多いが、そのためにど

のような医療・介護サービスを受けることができるのかといった情報が行き届いていない高齢者がいる

ため、在宅医療や介護に関する情報を必要としている高齢者に届けていく必要がある。 

また、他の圏域と比較して居宅介護支援事業所が４か所、訪問看護事業所が１か所など介

護サービス事業所の数が少ないため、圏域の医療・介護サービス事業所との連携が欠かせない。 

計画策定段階の

前年度の事業実

績 

 

（計画期間の初年度のため令和６年度は記載なし） 

第９期計画におけ

る目的 

医療・介護の多職種との連携が深まり、地域住民が必要としている医療、介護サービスの情報が

把握しやすくなることで、高齢者が要介護状態になっても地域で暮らし続けることができるという意

識が広がる。 

令
和
６
年
度
の
取
組
の
指
標
と
方
向
性 

目標 

 

〇多職種連携の会を通して医療・介護の顔の見える関係性が深まる。 

〇多職種連携の会に参加した専門職が、医療・介護の情報を地域住民に発信する講座を実施

することで、地域住民が医療・介護サービスに関する情報を把握しやすくなる。 

〇八広はなみずき圏域の介護サービス事業所との顔の見える関係性の構築と定期的な情報交

換の場である「八広・東墨田地域を支える会」を立ち上げる。 

投 入 資

源 

〇人材：医療・介護・福祉の専門職、八広はなみずき応援団、センター・相談室職員 

〇実施場所：八広はなみずき活動スペース（多目的室１、２、ふれあい交流スペース、グリーン

ゾーン）、介護保険施設、地域の交流スペース等 

〇ネットワーク：医療機関、介護保険サービス事業所等 

〇費用：チラシや活動資料印刷費、飲食費（お茶・お菓子）等 

活 動 計

画 

〇八広・東墨田地域を支える会を２か月に１回開催し、八広はなみずき圏域の介護保険サービ

ス事業所との顔の見える関係性の構築や情報交換の場を作る。 

〇MSW 連絡会や認知症疾患医療センター、介護サービス事業所との協働により、多職種連携

の会や事例検討会を開催する。 

〇医療・介護・福祉の専門職との連携から八広はなみずき応援団を募集し、医療・介護・福祉に

関する情報を地域住民に発信する講座を開催する。 

成 果

（アウト

カム）を

測 る 指

標 

〇多職種連携の会や事例検討会、八広・東墨田地域を支える会の開催数と参加人数 

〇多職種連携の会や事例検討会、八広・東墨田地域を支える会に参加した専門職が講師とな

った、医療・介護に関する講座の開催数、講座参加者数を確認する 

○講座参加者へのアンケートの実施や聞き取りにより、医療・介護・福祉に関する情報が把握でき

た人数を確認する 

実
施

結
果 

活 動 の 【医療・介護に関する多職種連携・講座等の開催状況】 



 

18 

 

実績 

（アウト

プット） 

〇多職種連携の会（事例検討を含む）年 2 回開催し、延べ 75 名が参加 

〇八広・東墨田地域を支える会  年 6 回開催し、延べ 42 名が参加 

 

【医療・介護に関する講座の開催】 

多職種連携の会および「八広・東墨田地域を支える会」に参加している専門職が講師を務め、

地域住民向けに以下の講座を開催した。 

〇認知症を知る会：1 回開催、13 名参加 

〇精神疾患を知る会：1 回開催、18 名参加 

〇地域医療健康講座：3 回開催、延べ 63 名参加 

〇認知症普及啓発講座「認知症の方を在宅で支える」：1 回開催、21 名参加 

これらの取り組みを通じて、地域住民や関係機関に対し、医療・介護・福祉に関する理解を深

める機会を提供し、支援体制の充実を図ることができた。 

成 果

（ 成 果

指 標 を

用いた目

標 の 達

成 状

況） 

【多職種連携の会 アンケート結果】 

〇第 1 回アンケート結果 

 「参加してとても良かった」54％、「良かった」46％ 

〇第 2 回アンケート結果 

  「参加してとても良かった」66％、「良かった」34％ 

 具体的な意見としては、「他の専門職の意見を聞くことができ、意見交換ができて良かった」「事

例を通して、さまざまな職種からそれぞれの視点で支援方法を提案してもらえたのが良かった」と

いった声が寄せられた。これらのことから、多職種間の情報共有が活発化し、地域全体の支援

体制の強化につながったことが伺える。 

 

【八広はなみずき応援団への専門職の協力】 

多職種連携の会に参加した専門職に対し、「八広はなみずき応援団」への協力を依頼したとこ 

ろ、15 名の専門職（在宅クリニック医師 1 名、看護師 2 名、介護支援専門員 6 名、医療相 

談員 3 名、在宅クリニック広報担当 1 名、訪問介護職員 1 名、サービス付き高齢者向け住宅

施設長 1 名）から協力の申し出があった。 

活動内容としては、内科・精神科の訪問診療医による講義や、フレイル予防に関する講座への 

協力、園芸活動への参画などの意見が寄せられており、次年度以降に具体的な協力の調整を 

進める予定。 

 

 

【専門職による講師協力】 

1.住民向け講座での講師協力 

多職種連携の会参加者の中から「八広はなみずき応援団」として講師を募集し、「認知症を 

知る会」や「精神疾患を知る会」において協力を得ることができた。 

講座に参加した高齢者からは、「認知症や統合失調症などの病気の詳しい症状、必要な介護

サービス、相談窓口について理解する機会となった」との声が寄せられた。 
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2.高校生への福祉教育の実施 

多職種連携の会に参加した医療・介護職が講師となり、日本橋高校の 1 年生 240 名を対象

に「認知症サポーター養成講座」および「福祉の仕事講座」を実施した。 高校生に対し、認知

症について正しい知識と理解を深めるとともに、病院の医療相談員、特別養護老人ホームの介

護職員、栄養士、理学療法士、福祉用具専門員など、福祉分野の多様な職種について学

び、福祉の仕事に対する関心を高める機会となった。 

3.中学生への福祉用具体験会の実施 

吾嬬第二中学校の 2 年生 110 名を対象とした人権学習「高齢者理解」では、八広はなみず

きの取り組み紹介と福祉用具体験会を実施した。 福祉用具事業所の協力により、中学生が

電動車いす、歩行器、杖などの福祉用具を実際に体験し、高齢者の生活についての理解を深

める機会となった。 

4.地域イベントでの認知症啓発活動 

 「八広・東墨田地域を支える会」の参加者や認知症当事者、オレンジカフェのボランティアととも

に、地域プラザ吾嬬の里で開催されたオータムフェスタに参加した。 

イベントでは、墨田区作成の「オレンジかるた」を用い、10 代から 80 代までの 125 名が参加 

する中で、楽しみながら認知症について学ぶ機会を提供した。 

参加者のうち 70 名に実施したアンケートでは、「かるたを通じて楽しく認知症を学べた」「認知症

の人を助けたいと思った」などの前向きな意見が寄せられ、地域住民の認知症への理解を深め

る一助となった。 

備考  

 


